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福島

法然雑感

1.始めに

よ
恥ずかしい宗教問答

1986年 サウジアラビア中央銀行総裁訪間時

「君は仏教徒か。 日本人の宗教は如何。」「無宗教です。佛教徒が多いが・・」

「君は悪魔の子か。」(笑)

'中間報告。

一日本仏教の特徴  (参考 :日 本文化の一特徴は「雑種性」)

① 神仏混清(妥協的・共存的)

② 鎮護国家(体制的)

③ 大乗仏教が主流(多種的)

一具体的な驚き

① 日本最大派の浄土教の念仏「南無阿弥陀仏」と釈迦の最後の言葉「怠るな。修行完成

せよ。」:なんと大きな隔たりか。同じ仏教か。

②  「善人なをもて 。・」親鸞の専売特許ではなく、法然から受け売りか。

一以下、釈迦の仏教、法然・親鸞の浄土教の順で見て行きたい。

2.釈迦の仏教

十釈迦 佑 力説 BC4 6 3-383。 同時代に孔子、ソクラテス。出家09覚 り0→涅槃0の

・ 小乗仏教(ス リランカ、タイ等南方地域。「法句経」「旧涅槃経」等。 日本は大乗仏教が流布)

一信仰より覚 りの自己修行(智慧・ 自力)

一覚 りの 2側面

① 煩悩を断ち、涅槃ヘ

② 輪廻から解脱ヘ

ー中心思想

① 諸行無常(変化)

② 諸法無我縁起)

③ ―切皆苦傾悩)

④ 涅槃寂静(覚 り。平安)

一方法論

① 四諦 :苦、集(因は煩悩)、 滅傾悩を消し、苦を滅す)、 道(人正道)。

② ノヽ正道 :正見、正思惟、正語、正業術 為)、 正命(生活)、 正精進傷力)、

正念(自 覚)、 正定(瞑想)。

一実践

・出家鮭行、乞ω し、サンガ鰭集団)に入り、戒律伍戒 :姪、盗、殺、妄、酒 :→厳守し

法(ダルマ)会得の修行を死ぬまで継続。

。当然だが、釈迦の説法が基本なので、「経」は無い。

一発句経

・「学ぶことの少ない者は牛のように老いてゅく。肉ばかり増え、知識は増えない」

・「ただ年を取つただけの人は、むなしい老人といわれる」



3.浄土教

'大乗仏教(日 本の大乗は最澄・空海以降、「諸仏」「悉有仏性」が基調的)の 中で、浄土教は―神教的阿弥陀が

特徴。伏 乗は非仏教との「加上」説あり :「如是我聞」のマジック :富永仲基(1715-1740)

一覚りより救済の信仰(阿弥陀の慈悲・他力)

一中心思想

・専修念仏 :平安の最澄・空海の総合化と対照的に、鎌倉の法然 。日蓮・道元の一行選択化。

・時代背景

① 末法思想 :釈迦時代の覚りは不可。保元(1150平治の乱(59、 地震、火事、飢饉等地獄の様.

② 平等救済思想 :難行(修行・寄進)か ら易行総 仏、題日、坐禅)へ :救済のバラマキ化

一方法論

・選択思想鉄 然「選択本願念仏集」:九条兼実から執筆依頼あり)

① 浄土門>聖道門

② 正行>雑行儲 誦、観察、礼拝、称名、讃嘆供養以外の決りごと)

③ 正定業=称名 >助業儲銘以外の上記4つ )

・原理(法蔵比丘が阿弥陀になつたことが、48誓願成就(18番が最重要)を証明)

・解釈(善導 。法然による「無量寿経」の読み替え)

①  「たとい我仏を得たらんに、十方の衆生、至心に信楽して、我が国に生ぜんと欲して、

乃至十念せんに、もし生ぜずんぼ正覚を取らじ。ただ五逆と正法を誹謗するを除かん」
奎法然は、「ただ五逆と正法を誹謗するを除かん」、「至心に信楽して」を削除、救済を普遍化.

・ 善導は、「わが名号を称すること」を追カロ、「十念」を「下十声」に変更.

→「たとい我成仏せんに、十方の衆生、我が国に生ぜんと欲して、わが名号を称すること、

下十声に至らんに、我が願力に乗つて、もし生ぜずんぼ正覚を取らじ」

② 阿弥陀が念仏をなぜ選択したかは「聖意測りがたし」。

法然の推測 :i)称名はあらゆる徳を包摂する             .
五)平等に可能な易行である。難行は不可。

→加藤周一は「理論体系の叙述の形式は阿弥陀の「選択」からの演繹であって、

著作の根元的な動機は法然の側の「選択」である」。小生同感。

一実践

。ひたすら弥陀の本願を信じ、「南無阿弥陀仏」を唱える。

・絶対的な自己否定の後、因果関係ではなく(自 力が混入ゼロで)、 弥陀の救済に出会うとの信仰.

→小生のボヤキ :結構、他力本願も難行じゃないか。

4.法然と親鸞

一通説

親鸞が主役・法然脇役

① 悪人正機は親鸞の独創として余りにも有名

② 妻帯肉食、非僧非俗、愚禿等「悪人」の実践

③ 息子善鸞を義絶等、妥協を許さない孤高の哲学者像。等
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―両人の生涯

。法然(1133-121の :出家(1め下山に⇒大原談義(5の選択集執筆

“

0親鸞弟子入り(6の七箇条制誠(72)

興福寺奏状(73)流刑(75)帰洛(7の入寂eの

・親鸞(1173-126カ :出家⑨下山・弟子0の選択集の書写(30越後流刑(3の関東布教後帰洛(7の入寂(90

教行信証(50頃開始・継紛
姜ポイント:両人の重なりは 5年足らず。年齢差 40歳。七箇条制誡の署名 190名 中87番 目。

親鸞の足跡は法然に比べ極めて辿りにくい

一小生雑感

書法然が主役・親鸞が脇役であり、浄土教を両人セットで理解したい。

・理由

① 高弟源智の醍醐本「法然上人伝」等で悪人正機は法然の特許を示す。

② 法然は選択集で、弟子親鸞・先達の空也・源信に比べ念仏思想を最も明快に論述。

親鸞の教行信証は諸経の引用が 9割近く、思想の構造的論述に程遠い。歎異抄の唯円の

筆力は超一流。 (真宗布教は蓮如の実績絶大 :歎異抄禁書化も蓮如だが)

③ 布教活動も法然が遥かに上回る。錬 都中心に、天皇から遊女まで)

④ 智慧第一の法然は清僧でもあり、旧仏教勢力に負けない人間力・存在感はピカいち。

⑤ 親鸞は出家・妻帯・弟子入り・聖徳太子信仰等の理由・契機が曖味。物語化容易。

カロえて、血統による継承者(3代覚如や 8代蓮如)に真宗開祖とする親鸞荘厳化の動機強い。

歎異抄の歴史も話題性十分 :蓮如が禁書に。明治に清沢満之ほか知識人の絶賛を得る。

5.終わりに

よ
今回の報告は小生の宗教研究の始まり。

キ宗教は社会を動かす共同幻想のひとつ。因みに、貨幣も同じ。
キ仏教の可能性

―正>徳>善の徳彿碗幹 関係0の深堀りに繋げたい。

① 西洋哲学と仏教哲学を踏まえた新しい思想に向かう。            .
② 空観、唯識、如来蔵、華厳等仏教思想は広く深い。経済学と似ている。

一科学との親和性も必須

① 地球学的な超長期の視野。

放射能の半減期、地球 46億年(宇宙 137億→ 、弥勒 56億 7千万年等の類似性。

② 二元論 。要素還元主義に人間存在鯉 性に感性・身体性等プラス)の視野も。

分析から総合の方向感で、専門化の罠から解脱。

一個人的理想

① 宮沢賢治の「雨ニモ・・」の「デクノボウ」的現代人。

以上
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